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勝
者
の
貫
禄
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
今
年
の
最
高
齢
ラ
ン
ナ
ー

は
、
前
回
も
出
場
さ
れ
た
鳥
取
県
在

住
の
桐
谷
光
治
さ
ん
で
、
85
歳
と
い

う
高
齢
な
が
ら
見
事
な
健
脚
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
様
、
道
中
で
ご
声
援

を
い
た
だ
い
た
皆
様
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。
ま
た
、
宝
島
婦
人
会
を
は
じ

め
、
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
10
月
25
日
に
、「
第
8
回
ト
カ
ラ
列
島
島
め
ぐ
り
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
7
回
大
会
は
、

台
風
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
快
晴

に
恵
ま
れ
、
マ
ラ
ソ
ン
日
和
の
も
と
全
島
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
総
勢
116
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

北
は
宮
城
県
、
南
は
沖
縄
県
か
ら
が
参
加
さ
れ
、
十
島

の
地
で
汗
を
流
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
村
民
か
ら
は
口
之
島
か
ら
22
名
、
中
之
島
か
ら
1
名
、

諏
訪
之
瀬
島
か
ら
1
名
、
悪
石
島
か
ら
1
名
の
計
25
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
　

　
今
年
の
総
合
1
位
の
方
は
、
第
6
回
大
会
の
優
勝
者

の
東
京
都
在
住
の
立
石
隆
也
さ
ん
。
前
大
会
と
同
様
、

す
べ
て
の
島
の
コ
ー
ス
が
ダ
ン
ト
ツ
1
位
で
、
前
回
優

表彰・記録
順 位　都 道 府 県　 　　氏 名　　　　　　レ コ ー ド

1 位　東 京 都　立石 隆也さん　1時間 49分 29 秒
2 位　神奈川県　千葉純一さん　1時間 51 分 59 秒
3位　千 葉 県　神頭  一郎さん　1時間 55 分 48 秒

1 位　佐 賀 県　中村 和子さん　1時間 55分 50 秒
2 位　東 京 都　林   摩里さん　2時間 24 分 04 秒
3位　口 之 島　山元 悠希さん　2時間 36 分 51 秒

順 位　　チ ー ム 名 （ 人 数 ）　　　　   レ コ ー ド

1 位　S u n r i s e（3 名）　2時間 11分 53 秒
2 位　かねこトラベル（6名）　2時間 21 分 05 秒
3位　H-MEN  TKR41（6名）　2時間 23 分 38 秒

パフォーマンス賞　　鹿児島県　八木 正さん
　　　　　　　　　　鹿児島県　中島 こう生さん
　　　　　　　　　　鹿児島県　樋元 和紀さん
　　　　　　　　　　チーム　H-MEN TKR41の皆さん
長 寿 賞　　鳥 取 県　桐谷  光治さん
遠くから来てくれてありがとう賞　宮 城 県　佐藤　智美さん
　　　　　　　　　　　　沖 縄 県　湯山　能康さん

がんばったで賞　　鹿児島県　廣田 直道さん
　　　　　　　　　　　　　神奈川県　榊原　美智子さん

男
子
の
部

女
子
の
部

チ
ー
ム
の
部

第 8回トカラ島めぐりマラソン大会
大会中の様子を facebook ページにて公開中。
URL  :  https://www.facebook.com/tokara.marathon

05 02

トカラ列島島めぐりマラソン
大会が開催
されました

１
２ ３ ４

７６５

８

１：中之島に
て集合写真
２＆３：ラン
ナーの様子
４：口之島で
の準備運動
「トカラ体操」
５：マリン
キッズたから
の皆さんの歓迎の演奏
６：表彰式（長寿賞）グリブーにも同
席いただきました。
７＆８：小中学生による芸能披露

ぐりぶーも
来たよ！



　
11
月
3
日
、
天
文
館
一
帯
に
て
、
第
63
回
「
お

は
ら
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
去

年
に
引
き
続
き
、
島
民
・
出
身
者
・
職
員
等
合

わ
せ
て
98
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
、
当
日
早
朝
か
ら
役
場
会
議
室

に
て
浴
衣
姿
に
着
替
え
、
お
は
ら
節
や
鹿
児
島

ハ
ン
ヤ
節
、
渋
谷
音
頭
に
合
わ
せ
て
、
1
時
間

半
近
く
踊
り
歩
き
ま
し
た
。

　
島
民
の
方
々
も
事
前
に
役
場
で
行
わ
れ
た
練

習
に
参
加
す
る
等
、
一
生
懸
命
練
習
を
し
て
来

て
お
り
、長
時
間
の
踊
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
ト

カ
ラ
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
、
生
き
生
き
と

踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
で
４
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、

前
回
に
引
き
続
き
十
島
村
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す

る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

05 04

第
63
回
お
は
ら
祭
り

　

本
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

ト
カ
ラ
ふ
る
さ
と
会
が

　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
3
日
に
鹿
児
島
市
内
で
「
第
６
回
ト
カ
ラ
ふ
る
さ
と
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
ふ
る
さ
と
会
員
や
村
民
な
ど
総

勢
202
名
に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
は
、
来
賓
、

島
民
、
出
身
者
等
を
交
え
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
島
民
の
皆
さ
ん
や
出
身
者
の
皆
さ
ん
が
こ
の
よ
う
に
一
同
に
会

す
る
機
会
は
そ
う
多
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
今
後

の
十
島
村
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
島
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係
者

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

参加者内訳
区分 人数
口之島 30人
中之島 61人
平島 17人

諏訪之瀬島 8人
悪石島 21人
小宝島 12人
宝島 12人
臥蛇島 12人

友好島民他 9人
職員等 20人
合計 202人
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各島で秋の

大運動会開催！
　今年も各島で秋の大運動会
が盛大に開催されました。児
童・生徒たちは、日頃の練習
や準備等に一生懸命取り組
み、応援合戦やリレー、徒競
走など様々な種目で大活躍で
した。

07

敬老会開催！
　本年、十島村で長寿を祝う、70 歳以上の方は 172 人。これからも健康を第一に、豊かな経験
と知識を生かし、家族のため、地域のため、ご活躍されますようお願い致します。（※諏訪之瀬
島は対象者 0のため開催なし。）

中之島

平島 諏訪之瀬島

悪石島

小宝島

宝島

中之島

平島

小宝島

を開催いたしました！
　
9
月
23
日
（
火
・
秋
分
の
日
）
鹿
児

島
市
の
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
鹿
児
島
内
ア

ミ
ュ
広
場
に
て
「
ト
カ
ラ
の
め
ぐ
み
味

わ
い
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
前
年
度
の
「
十

島
村
農
林
水
産
ま
つ
り
」
よ
り
さ
ら
に

試
食
に
力
を
入
れ
て
、
十
島
村
を
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
山
羊
汁
、
伊
勢
海
老
汁
、

ト
ビ
ウ
オ
の
半
身
焼
・
つ
け
揚
げ
、
カ

ツ
オ
の
た
た
き
、
長
命
草
う
ど
ん
な
ど

十
島
村
の
特
産
品
を
使
っ
た
料
理
全
13

品
目
が
振
る
舞
わ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
開
始

早
々
、
来
場
者
の
長
蛇
の
列
が
出
来
ま

し
た
。ま
た
、ト
カ
ラ
結
プ
ラ
ザ
や
島
民
、

(

株)

山
口
水
産
に
よ
る
売
店
や
十
島
村

で
と
れ
た
魚
の
魚
拓
・
水
中
写
真
の
展

示
、
十
島
村
旅
行
券
や
十
島
村
特
産
品

が
当
た
る
抽
選
会
、「R

＆R

ス
テ
ィ
ー

ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る

演
奏
等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
実
施

し
、
来
場
者
数
は
概
算
で
３
千
人
を
超

え
、
大
成
功
の
も
と
十
島
村
の
Ｐ
Ｒ
を

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

口之島

口之島

宝島悪石島
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第
２
回
十
島
村
離
島

　
　
航
路
改
善
協
議
会

　
10
月
6
日
（
月
）
十
島
村
役
場
会
議
室

に
て
、
第
2
回
十
島
村
離
島
航
路
改
善
協

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
は
、
台

風
で
上
鹿
で
き
な
か
っ
た
諏
訪
之
瀬
島
委

員
と
Ｔ
Ｖ 

会
議
で
結
び
、
事
務
局
か
ら
航

路
運
営
の
現
状
及
び
経
営
状
況
の
説
明
後
、

議
長
（
肥
後
正
司
村
長
）
の
進
行
で
議
事

に
移
り
ま
し
た
。

　
議
事
の
中
で
は
、
村
委
員
か
ら
週
3
便
、

屋
久
島
経
由
の
検
討
を
追
加
、
県
委
員
か

ら
客
室
も
含
め
て
検
討
、
国
委
員
か
ら
運

航
形
態
（
寄
港
順
路
）、
全
便
名
瀬
便
化
、

新
船
建
造
の
必
要
性
や
今
後
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
等
も
含
め
改
め
て
検
証
な
ど
、

各
委
員
か
ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
年
内
に
予
定
し
て
い
る
第
3
回
十
島
村

離
島
航
路
改
善
協
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の

検
討
、
検
証
事
項
を
含
め
、
改
善
方
策
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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　国民年金からのお知らせ！！人権擁護委員（２期目）として

　　諏訪之瀬島の山木保氏が委嘱されました！！

　平成２６年１０月１日付けで法務大臣から委嘱をうけまし
た諏訪之瀬島の山木保氏に、人権擁護委員として現在活動し
ていただいております。
　人権擁護委員は，地域の皆さんから人権相談を受けたり，
人権について関心を持ってもらえるような啓発活動を行って
います。皆さんの身近な相談員として活動しておりますので、
日々の生活の中で人権に関する悩み事が生じましたら，人権
擁護委員にご相談ください。

　12 月４日から 10日までは「人権週間」です。

　人権週間は，昭和 23 年 12 月 10 日の国連総会において「世界人権宣言」が採択されたこと
を記念して定められたもので，今年で 66 周年を迎え，全国各地で人権に関する各種の啓発活
動が実施されます。鹿児島県でも，この期間中，テレビ・ラジオ・新聞による啓発や「人権に
関するポスターコンクール入賞作品展」を開催するなど，様々な人権啓発活動を集中的に実施
します。この機会に，皆さんも身近なことから人権について考えてみましょう。
※昨年実施した「人権についての県民意識調査」の結果を県ホームページに掲載しております
ので，ご覧ください。
http://www.pref.kagoshima.jp/ab16/kurashi-kankyo/jinken/jinkenkeihatu/ishikityousa.html
▽問い合わせ先
鹿児島県庁人権同和対策課　　電話 :099(286)2574 ＦＡＸ:099(286)5543

（1）平成 26 年 4月から国民年金保険料の免除及び若年者納付
猶予を申請できる期間が拡大されました。
　国民年金の保険料の免除申請が、納付期限から 2年を経過していない期間（申
請時点から 2年 1ヵ月前までの期間）について、さかのぼって免除等を申請でき
るようになりました。（学生納付特例も同様）　免除等の申請が遅れると、万一、
障害を負ったり死亡した際に、障害年金や遺族年金を受けられない恐れがありま
す。免除等の申請はすみやかにお願いします。

（2）免除された国民年金保険料を追加で支払いたいときは、保
険料の後払い（追納）をお勧めします！
　老齢基礎年金の年金額は、保険料の免除や猶予の承認を受けた期間がある場合
は保険料を全額納付した場合と比べて年金額が低額となります。
しかし、免除等の承認を受けた期間の保険料については、後から納付（追納）す
ることにより年金額を増やすことができます。追納を行っていただくことをお勧
めします。追納を行う場合は申し込みが必要です。
　　　詳しくは、住民課福祉係または年金事務所へ問い合わせください。

人間ドック施設利用助成にかかる

　　　　対象医療機関を新たに追加しました！！
　人間ドック施設利用助成の対象医療機関として下記の２施設が新たに利用可能となりました。
ぜひご活用ください。
１　対象医療機関（追加分）
【人間ドック】

施設名 住所 電話 
公益財団法人慈愛会 
今村病院 

鹿児島市堀江町 17 番 1 号 099-226-5066 
（予約用） 

奄美中央病院 奄美市名瀬長浜町 16-5 0997-52-6565
（代表） 

 

諏訪之瀬島　山木　保　委員

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
  

ポイズン・リムーバー（毒吸引器）を貸し出しています      
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ペットの正しい飼い方
飼い主が守るルールとマナー
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 5  
970,000  

 6 7  
1,154,000  

 8 10  
1,538,000  

4  

 

 
 

 
子
牛
の
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
10
月
10
日(

金)

、
11
月
11
日
（
火
）、
鹿
児
島
中
央
家
畜
市
場

に
て
、
子
牛
の
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で

税抜価格、単価：円

去勢 雌 計 去勢 雌 計 去勢 雌 計

１1月 20 16 36 10,966,000 6,871,000 17,837,000 548,300 429,438 495,472

10月 13 9 22 6,340,000 3,884,000 10,224,000 487,692 431,556 464,727

出荷頭数 合計金額 平均価格

１０月 １１月

606,000 681,000

肥後茂久さん 中村巧さん

515,000 527,000

山之上淳一さん 日高創さん

最
高
価
格
者

去勢

雌

生産施設整備補助金交付要綱に基づく
                                                          事業の要望調査について

「生産施設整備補助金」とは？
　個人及び地域住民で構成する地域団体又は農林漁業等生産組織、その他団体・個人
が行う事業に要する経費に対し、予算の範囲内で補助金を交付する制度です。
( 事業費×3/4 補助 )
　また、団体及び組織が行う事業費については 10 万円以上が対象となり、個人が行う
事業費については、30万円以上が対象となります。尚、補助金の限度額は300万円です。

交付対象者
①税金その他公共料金等に滞納が無い者。
②村内に住所を有し、農林水産業（加工業含む）を営んでいる個人及び団体で、十島
村漁業協同組合及び農林水産物販売業者並びに市場等に農林水産物（加工品含む）の
出荷実績が複数回ある者。ただし、新規就業者及び既存の農林水産業（加工業含む）
者が経営基盤の安定のため、新たな事業を取組む場合については、その事業に係る農
林水産物（加工品含む）の出荷実績は問わない。
③交付申請時の年齢が満 75 歳未満である者。

対象事業及び機器等
　各島出張所または、十島村役場地域振興課までにお問い合わせください。
申込方法
　各島出張所に配布してある「生産施設整備事業計画書」を地域振興課宛て、平成 26
年 12 月 15 日（月）までに提出して下さい。

※注意※
①今回申請していただいた事業については、来年度の当初予算にて計上いたしますの
で、事業を行えるようになるのは、平成 27 年 4月 1日以降となります。
②全ての計画書を審査し、優先順位をつけさせていただきますので、「計画書」には事
業内容や事業費、目的や今後の計画等を詳しく記載してください。
③計画書の提出と併せて、見積書など明細や金額が分かる資料も提出してください。
④予算の都合上、対象から外れてしまう場合もありますのでご了承ください。

【問い合わせ先】
十島村役場　地域振興課　産業振興室　☎099-222-2101
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２
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照
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歳　入
40 億 1,295 万

円

自主財源

6億 3,988 万
8 千円

（15.9％）

依存財源 33 億 7,306 万
4 千円

（84.1％）

繰越金　2億 279 万 4千円（5.1％）
繰入金　2億 4,595 万 2 千円（6.1％）
分担金及び負担金　598 万 8千円（0.1％）
寄付金　417 万 1千円（0.1％）
財産収入　1,276 万 8 千円（0.3％）
使用料及び手数料　6,256 万 1 千円（1.6％）
諸収入　3,366 万 8 千円 （0.8％） 
村税　7,198 万 6 千円（1.8％）

地方譲与税　2,393 万 8 千円（0.6％）
利子割交付金　10 万 6千円（0.0％）
配当割交付金　7万 2千円（0.0％）
株式等譲渡所得割交付金　12 万 4千円（0.0％）
地方消費税交付金　500 万円（0.1％）
自動車取得税交付金　367 万 4千円（0.1％）
地方交付税　17 億 7,727 万 5 千円　（44.3％）

村債 3 億 5,280 万円（8.8％）
県支出金 3 億 8,293 万 8 千円（9.5％）

国庫支出金 8 億 2,713 万 7 千円（20.6％）

歳　出
38 億 1,483 万
5 千円

投資的経費

事務的経費その他の経費
9億 4,913 万円
（24.7％）

10 億 9,054 万
8 千円

（28.4％）

18 億 239 万
5千円

（46.9％）

人件費　3億 3,856 万 1 千円（10.2％）
扶助費　3,888 万 9 千円（1.0％）
公債費　5億 7,168 万円（14.9％）

普通建設事業費　17 億 9,442 万円（46.7％)

災害復旧事業費　797 万 5千円 (0.2%)

積立金　3億 9,399 万 2 千円 (10.3%)
繰出金　8,840 万 1 千円 (2.3%)

維持補修費　762 万 2千円 (0.2%)
補助費等　1億 8,500 万 9 千円 (4.8%)
物件費　4億 1,552 万 4 千円 (10.8%)

会 計 名 称　歳 入 決 算 額　歳 出 決算額　歳入歳出差引額
一 般 会 計　4,012,952,393　3,846,409,955　166,542,438
（ 前 年 度 比 ）　  △44,098,018　     27,304,182   △71,251,411
　　　　　　　　　　 （△1.1%）  　　　 （0.7%）　    （△30.0%）
国民健康保険特別会計　   100,153,632　      99,170,310　        983,322
（ 前 年 度 比 ）　  △19,207,078　 △12,268,679　△6,938,399
　　　　　　　　　  （△16.1%）          （△11.0%）   　（△87.6%）
船舶交通特別会計　    802,890,189　    822,175,932 △19,285,743
（ 前 年 度 比 ）　  △75,023,812　    △2,120,265 △72,903,547
　　　　　　　　　　（△8.5%） 　　　（△0.3%）　（△136.0%）
介護保険特別会計（事業勘定）　　 60,069,042　      56,976,575  　  3,092,467
（ 前 年 度 比 ）　　△9,254,948　    △5,934,929　△3,320,019
　　　　　　　　　  （△13.4%）　　     （△9.4%）   　（△51.8%）
介護保険特別会計（ｻｰﾋﾞｽ勘定）　　       912,045　           912,045                    　0
（ 前 年 度 比 ）　           230,827　            230,827　      増減なし
　　　　　　　　　      （33.9%）　　       （33.9%）
簡易水道特別会計　       75,227,741　     75,227,741　    　　　   0
（ 前 年 度 比 ）　      19,946,337          19,946,337　     増減なし
　　　　　　　　　     （36.1%）                 （36.1%）
後期高齢者医療特別会計　　　  6,306,986　        6,162,134　      144,852
（ 前 年 度 比）　          △511,075　       △458,971        △52,104
　　　　　　　　　   （△7.5%）　　      （△6.9%）　   （△27.5%）
合　　　　   計　   5,058,512,028   4,907,034,692   151,477,336
（ 前 年 度 比）　   △127,766,978       26,698,502  △154,465,480
　　　　　　　　　   （△2.5%）　           （0.5%）　      （△50.5%）

▼表 1会計ごとの決算状況（単位：円）

区分　費　　　目　　歳 入 決 算 額　　増減率 (％）  　24 年度　    25 年度 
　　村 税 77,022 71,986          △6.5
　　分担金及び負担金     　6,009            5,988          △0.3
　　使用料及び手数料 　  58,384          62,561             7.2
　　財 産 収 入 　  13,426          12,768         △4.9
　　寄 附 金         3,966             4,171              5.2
　　繰 入 金　     217,791        245,952           12.9
　　繰 越 金     141,669        202,794           43.1
　　諸 収 入　      17,334           33,668           94.2 
　　【自主財源計】 　535,601        639,888          19.5
　　地方譲与税　      24,361           23,938          △1.7
　　利子割交付金 　         96                 106            10.4
　　配当割交付金 　         57                   72            26.3
　　株式等譲渡所得割交付金 　          13                124          853.8
　　地方消費税交付金　　    5,043             5,000         △0.9
　　自動車取得税交付金 　    3,947              3,674         △6.9
　　地方特例交付金 　            0                      0             0.0
　　地方交付税  1,793,101      1,777,275        △0.9
　　国庫支出金    865,153          827,137        △4.4
　　県 支 出 金     443,028          382,938      △13.6
　　村 債     386,500          352,800        △8.7
　　【依存財源計】  3,521,299      3,373,064         △4.2
　　合 計  4,056,900      4,012,952         △1.1

▼表２　歳入決算額（対前年度比）
　　　　　　　　　  （単位：千円）
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あ
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％
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年
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岸
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積
立
金
は
４
年
ぶ
り
の
増
加
、
残
高
は
７
年
連
続
の
増
加

　
村
の
貯
金
で
あ
る
積
立
金
の
決
算
額
は
、
3
億
9
3
9
9
万
2
千
円
で

前
年
度
比
1
億
7
5
2
2
万
4 

千
円（
80.1
％
）の
大
幅
増
と
な
っ
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ま
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前
年
度
と
比
較
し
て
、
地
域
振
興
基
金
で
6
5
0
0
万
円
（
144.4
％
）、
財
政

性 質 区 分　歳 出 決 算 額　　増減率 (％） 　24 年度　25 年度 
　　人 件 費
　　扶 助 費
　　公 債 費
　　小 計
　　普通建設費
　　災害復旧費
　　小 計
　　物 件 費
　　維持補修費
　　補助費等
　　積 立 金
　　繰出し金
　　　小 計
　　合 計

▼表 3　性質別歳出決算額（対前年度比）
                ※地方財政状況調査より （単位：千円）

▼第 4表　基金（貯金）の状況

区 　 分　現在高 (千円 )　前年度比　　　　　　　　　　　増減率 (%)
財政調整基金 　   474,000　        8.0
減債基金 　  548,000　　    0.0
特定目的基金    1,792,029　　　9.2
定額運用基金       461,061　　△0.6
合　　　計   3,275,090　　   5.9 

▼第 5表　地方債（借金）の状況

区　分　残高 (千円 )　前年度比　前年度比
　　　　　　　　　増減額 (千円 )　増減率 (%)
一般会計   4,784,599   △148,601　△3.0
船舶交通特別会計                      42,828   △26,765　△38.5
簡易水道特別会計                136,536　　3,946　 3.0
合　計  4,963,963　△171,420　△3.3
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338,561
38,889
571,680
949,130
1,794,420
7,975

1,802,395
415,524
7,622

185,009
393,992
88,401

1,090,548
3,842,073

△5.1
△2.6
5.6
1.2
△8.8
△84.5
△10.8
11.5
△1.1
△0.1
80.1
21.7
27.3
0.7

356,611
39,919
541,485
938,015
1,968,409
51,474

2,019,883
372,648
7,709

185,153
218,768
72,659
856,937
3,814,835



平
成
25
年
度
決
算
財
政
健
全
化
比
率
等
の

　
　
　
　
状
況
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す

１
財
政
健
全
化
比
率

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
（
財
政
健
全
化
法
）」
に
基
づ
く
、
平
成

25
年
度
決
算
に
お
け
る
十
島
村
の
健
全
化
判
断

比
率
は
、
４
指
標
と
も
適
正
基
準
の
範
囲
内
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
こ
れ
ら
の
判
断
比
率
が
基
準
値
を
超

え
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
に
応
じ
計
画

を
策
定
し
、
財
政
の
健
全
化
ま
た
は
財
政
再
建

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
財
政
再
建
団
体
に
な
る
と
税
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
ほ
か
、

村
の
借
金
も
制
限
さ
れ
ま
す
。

・
実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
の
赤
字
の
程
度
を
示
し
ま
す
。
数

値
が
大
き
い
ほ
ど
財
政
運
営
が
深
刻
化
し
て
い

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
平
成
25
年
度
の
十
島
村

に
お
け
る
一
般
会
計
は
黒
字
の
た
め
、
算
出
さ

れ
ま
せ
ん
。

・
連
結
実
績
赤
字
比
率

　
特
別
会
計
や
企
業
会
計
な
ど
全
て
の
会
計

（
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
介

護
保
険
特
別
会
計
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
船
舶
交
通
特
別

会
計
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
）
を
合
算
し
て
、

村
全
体
の
赤
字
の
程
度
を
示
し
ま
す
。

数
値
が
大
き
い
ほ
ど
財
政
運
営
が
深
刻
化
し
て

い
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。
平
成
25
年
度
の
十
島

村
で
は
黒
字
の
た
め
、
算
出
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
実
質
公
債
費
比
率

　
一
般
会
計
が
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
借

入
金
の
返
済
額
や
特
別
会
計
の
元
利
償
還
金
に

関
係
す
る
繰
出
金
な
ど
こ
れ
に
準
じ
る
額
の
大

き
さ
を
示
し
ま
す
。
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
資
金

繰
り
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
平

成
25
年
度
の
村
の
３
ヵ
年
平
均
は
△
０
．
２
％

で
、
適
正
基
準
の
範
囲
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
将
来
負
担
比
率

　
借
入
金
や
退
職
手
当
の
支
給
予
定
額
、
特
別

会
計
の
借
入
金
に
関
係
す
る
一
般
会
計
か
ら
の

繰
出
金
な
ど
将
来
的
に
支
出
が
見
込
ま
れ
る
現

時
点
で
の
残
高
を
示
し
ま
す
。
数
値
が
大
き
い

ほ
ど
将
来
、
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
と
な
り
ま
す
。
平
成
25
年
度
の
十
島
村
で

は
算
出
さ
れ
ま
せ
ん
。

２
公
営
企
業
の
資
金
不
足
率

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
（
財
政
健
全
化
法
）」
に
基
づ
く
、
平
成

25
年
度
決
算
に
お
け
る
十
島
村
の
公
営
企
業
会

計
の
資
金
不
足
比
率
は
、
経
営
健
全
化
基
準
の

範
囲
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
こ
の
資
金
不
足
比
率
が
基
準
を
超
え

た
場
合
は
、
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
経

営
の
健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
経
営
健
全
化
団
体
と

な
る
と
利
用
料
金
や
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

・
資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
の
料
金
等
の
収
入
の
規
模
に
対
す

る
資
金
不
足
額
の
程
度
を
示
し
ま
す
。
数
値
が

大
き
い
ほ
ど
経
営
状
況
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
平
成
25
年
度
は
、
船
舶
交
通

特
別
会
計
、
及
び
簡
易
水
道
特
別
会
計
と
も
に

経
営
健
全
化
基
準
の
範
囲
内
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
船
舶
交
通
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
次
の
よ

う
に
赤
字
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
国

や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
に
算
入
さ
れ
る

期
間
が
平
成
24
年
10
月
か
ら
平
成
25
年
9
月
ま

で
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
平
成
25
年
7
月
か
ら

開
始
さ
れ
た
全
便
名
瀬
便
化
や
住
民
割
引
制
度

で
増
加
し
た
10
月
以
降
の
経
費
が
算
入
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。
来
年
度
は
、

こ
れ
ら
の
経
費
が
算
入
さ
れ
、
正
常
化
す
る
見

込
み
で
す
。

　
船
舶
交
通
特
別
会
計

　
　
歳
入
歳
出
差
引
額　
△
１
９
２
８
６
千
円

　
簡
易
水
道
特
別
会
計

　
　
歳
入
歳
出
差
引
額　
　
　

    　
　
0
千
円

平成 25年度決算　財政健全化判断比率の状況　

公営企業の資金不足比率の状況　

項　             　目　実質赤字比率　連結実質赤字比率　実質公債費比率　将来負担比率
村     の    数    値　　該当なし　　　　該当なし　　　　  △０．２        　　該当なし
早期健全化基準　 １５．００　　　２０．００　　　　 ２５．０       　 ３５０．０
財 政 再 生 基 準　 ２０．００　　　３０．００　　　　 ３５．０       　 　　－

項　             　目　船舶交通特別会計　簡易水道特別会計
資 金 不 足 比 率　 　  　６．８　　　　 　該当なし　
経営健全化基準　 　　　　　　２０．０

　※地方公共団体の財政の健全化に
関する法律施行令第 17 条第３号（法
非適用企業）の規定により事業の規
模を算定。
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新
規
採
用
職
員
紹
介

退
職
職
員
の

　
　
お
知
ら
せ

　この度、中之島診療所の看護
師として採用されました。自分
の生まれ育った、中之島の診療
所で働く事ができ、ありがたく
思います。離島での医療という
事もあり、色々と大変な面も多
く、責任も重い仕事ではありま
すが、自分を育てて下さった島
の方々の少しでもお手伝いがで
きればと思っています。どうぞ
よろしくお願い致します。

中之島診療所看護師　
藤谷　敬子さん

　23 年の年月が過ぎましたが、まだ分からないこと
がいっぱい残っています。新しい後継者ができ、こ
れから後継者を支えながら、島の発展のために少し
でも貢献できたらと思っています。

平島出張所出張員
　用澤　利幸さん

平島出張所出張員　
上田　正和さん

　島にとって重要な役割を
与えていただき、身の引き
締まる思いです。皆さんに
いろいろ教わりながら、頼
られる島の一員、村の一員
となれるよう、自分にでき
ることをひとつずつやって
いきたいと思います。よろ
しくお願いします。

住民課行政事務嘱託員（介護専門員）　
　　　　　　押　明子さん

　「こんにちは！」「こんにちは！今日は
天気が良いから畑に行ってくるネ（笑）」
出張で島でお会いする高齢者の方と交わ
す会話です。仕事柄、高齢者の方とお話
しをする機会の多い私です。皆さんの笑
顔にいつも元気を分けて貰っています。
「島が良かよ。いつまでも島で生活した
いねぇ」多くの方が言われます。高齢者
の方の希望が少しでも叶うようにお手伝
いをさせて頂きたいと思います。よろし
くお願い致します。

19



21 20

  

 

  

 

 

  

 

 
 
 

 
 

 

  

  

  

  

 

 

  

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 



 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

   

 

 
 

 
































































25

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
  

24



27 26

 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  



十島村の人口・世帯数  平成 26 年 10 月末現在

編集／発行：十島村役場  総務課  広報係
〒892-0822　鹿児島市泉町 14-15　tel:099－222－2101
よろしければ皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

島　　　　 名　　   男性　　  女性  　　人口　   　世帯

口　 之 　島　　  62　　    64　　  126　　  78

中　 之　 島  　　86　　    68　　  154　　  88

平  　　　島　　  35　　    28　　　63　　  37

諏訪之瀬島  　　39　　    31　　　70　　  34　　　

悪 　石　 島　　  29　　    29　　　58　　  33

小　 宝 　島  　　33　　    29　　　62　　  31

宝　　　  島　　  66　　    62　　  128　　  73

合  　　　計　　 350　　 311　　 661　　374

村営定期船 フェリーとしま  
平成 26 年 12 月運行予定

※年末年始におきましても通常運航を行います。

日　  1 　2 　3 　4 　5 　6 　7 　8　 9 　10　11　12　13　14　1　20　21　22　23　24　25　26　27　28　29　30　31

曜 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

予
　
定

便
　
　
区
　
　
分

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

　
入 

　
出

入
　

　
　
出

　
　
出

入
　

入
　

　

鹿児島　　十島村　　名瀬
十島村 土木交通課 航路対策室
　　　　　　TEL : 099-222-2101
フェリーとしま
　　　　　　TEL : 090-3022-4523

28

入
　

　
　
出

　
　
出

日

曜 月   火   水   木   金   土   日   月  火   水   木   金   土   日   月   火  水   木   金   土   日   月   火   水   木   金  土   日   月   火   水    

１   ２   ３   ４  ５   ６   ７   ８   ９   10   11  12  13   14  15  16   17  18   19  20   21  22   23  24   25  26  27   28   29  30   31   

入
　

　
　
出

入
　 　

　
出

　
入 

　
出

11 月は不法投棄防止強化月間です！

入
　

　
　
出

名
瀬
便

・県では、産業廃棄物の不法投棄等の根絶を図るため、毎年 11 月を「不法投
棄防止強化月間」と定めています。
・期間中は、不法投棄防止の啓発活動や不法投棄防止パトロール等を強化し
ています。
・不法投棄は重大な犯罪です。この機会に一人ひとりが、「不法投棄をしない。
させない。見つけたらすぐ電話を」という意識を持ち、不法投棄のない住み
よい地域をつくりましょう。
・産業廃棄物の不法投棄を発見したら、お近くの地域振興局（支庁）保健福
祉環境部または、県庁廃棄物・リサイクル対策課
　電話　099（286）3810（サンパイゼロ）まで御連絡ください。
　e-mail　sanpai110@pref.kagoshima.lg.jp

　
入 

　
出

　
入 

　
出

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

名
瀬
便

　今年も１０月１日から１２月３１日まで「町に愛を。
胸に羽根を。」をキャッチコピーに全国一斉に運動が展開
されています。また、１２月１日からは「歳末助けあい
運動」もあわせて展開されることになっております。皆
様からお寄せ頂きます募金は、老人福祉事業や地域のさ
まざまな福祉事業のために役立てられます。本運動の趣
旨をご理解いただきご協力方よろしくお願い申しあげま
す。


